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In the synthesis of fullerene derivatives, especially PCBM, an organic semiconductor 

material, it has always been a problem in the development of synthetic methods that a large 

amounts of silica gel and solvents are required to separate PCBM from the remaining fullerene.  

In this study, PCBM analogues bearing polar ester group were found to be easy to purify, 

and the analogues were quantitively converted to PCBM by transesterification. This procedure 

makes purification process much easier than synthesizing PCBM directly. 
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フラーレン誘導体、特に有機半導体材料である PCBM の合成では、残存する原料

フラーレンとの分離・精製に非常に大量のシリカゲルや溶剤が必要であり、合成法開

発の中で常に課題となっていた。我々は有機薄膜太陽電池のアクセプター材料として

様々なフラーレン誘導体を合成してきた中で、極性官能基を有する誘導体はフラーレ

ンとの分離・精製が容易であることを経験してきた。アクセプター材料としての性能

を追求する中では分離・精製の容易さに注目していなかったが、合成・精製プロセス

改良にこの観点を活用することを考えた。本研究では、極性基の導入と PCBM 合成

を両立させるため、エステル基に極性基を導入した類縁体を合成・精製し、エステル

交換により PCBM に変換する手法を採用した。本コンセプトを我々の開発した水系

ヒドラゾン法 1)や硫黄イリド法 2)に適用したところ、精製に用いるシリカゲルや溶剤

を大幅に削減したうえで、既知法と同程度の収率で PCBMを得る手法を確立できた。 
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